
1 

 

 

令和 7年 6月 4日 

鳥取海区漁業調整委員会事務局 

 

【報告】令和 7年度全国海区漁業調整委員会連合会通常総会（第 61回） 

 

＜日時＞令和７年５月１２日（月） １５：００－１７：００ 

＜場所＞山口グランドホテル ２階 「鳳凰」（山口県山口市小郡黄金町１－１） 

＜出席者＞有田（鳥取県） 

        

＜内容＞ 

〇挨拶 

・福島海区会長 今野氏挨拶 

・水産庁沿岸遊漁室室長 中村氏挨拶 

・山口県農林水産部理事 中村氏挨拶 

 

○祝電 

・衆議院農林水産委員会委員長 緑川氏 

・参議院農林水産委員会委員長 舞立氏 

・全国漁業協同組合連合会会長 坂本氏 

・全国内水面漁場管理委員会連合会会長 林氏 

 

〇議長選出 

・山口県瀬戸内海海区森友会長が議長に選出された。 

 

〇議事 

１．令和６年度事業報告書、収支決算書及び剰余金処分案の承認について 

・事務局（福島海区）から説明 

・収入の部において、能登半島地震の特例措置として、石川海区の会費を免除。 

→意見なしで、原案のとおり承認された。 

 

２．令和７年度事業計画書案及び収支予算書案の承認について 

・事務局（福島海区）から説明 

・令和６年度に引き続き、石川海区の会費を免除する。 

→意見なしで、原案のとおり承認された。 

 

３．令和７年度 全国海区漁業調整委員会連合会要望について（協議） 

・漁業調整を取り巻く諸問題の改善を図るため、各海区より提案のあった事項について、関係省

庁（農林水産省・水産庁、外務省、国土交通省海事局、海上保安庁）及び関係国会議員（衆議

院・参議院農林水産委員会委員長）へ要望するもの。 

・各事項について、事務局（福島海区）から説明。 

・新規に追記した小項目は２点（裏面参照）。 
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＜令和７年度 全国海区漁業調整委員会連合会要望項目＞ 

資料３－３のとおり 

 

＜新規要望課題＞ 

Ⅰ 海区漁業調整委員会制度について 

 ○海区漁業調整委員及び事務局職員の資質向上について 

・事務局職員も頻繁に異動することから、法定の諮問事項に対する委員会の役割等について、

具体的に整理した解説書を作成し各事務局に配布すること。 

Ⅱ 沿岸漁場の秩序維持について 

・新規なし。 

Ⅲ 太平洋クロマグロの資源管理について 

 〇いか釣り漁業等への影響評価と漁具被害低減技術開発 

・クロマグロ資源の回復によるイカ等の水産資源への影響評価を行うとともに、いか釣り漁業への 

被害を低減する実用的な技術開発を実施すること。 

Ⅳ 沿岸資源の適正な利用について 

・新規なし 

Ⅴ 漁業法改正後の制度運用について 

  ・新規なし 

Ⅵ 外国漁船問題等について 

・新規なし 

Ⅶ 海洋性レジャーとの調整等について 

・新規なし 

 

４．次期開催地について 

・次期開催地は東京都。 

・3年ごとに地方開催としており、他 2年間は東京都で開催。 

 

５．役員選出について 

 資料３－４のとおり 

 

６．表彰 

 ・今年度は、一般表彰９名及び事務局職員ほう賞１名の計１０名が受賞した。 









 
















































